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ナチスの思想の根本には、反

ユダヤ主義・反民主主義・反共産

主義とドイツ民族の優越がありま

した。また「人種的に純粋」な社

会を築こうとし、ナチス・ドイツ

はユダヤ人の絶滅そしてスラブ人

とジプシーとその他の民族の絶滅

を計画していたのです。

ポーランドへの侵攻による第

二次世界大戦勃発の目的の一つに

は、ドイツ人が移住するための

ドイツ領の拡大がありました。

１９３７年にドイツ第三帝国の権

力者と１９３３年にドイツ政権を

執ったNSDAPの設立者であったア

ドルフ・ヒットラーは次のように

語りました。

「我々の戦争目的は、人を勝

ち取ることではなく、農業に適す

る領域を勝ち取ることにある。」

「ユダヤ人は完全に絶滅させなければならない人種である」

ナチス・ドイツによって占領されたポーランドでのハンス・フランク総督の言葉

「我々はドイツ国民をポーランド人・ロシア人・ユダヤ人
とジプシーから解放しなければならない」 

オット・ティラックドイツ第三帝国法務大臣の言葉

「最も重要な課題はポーランドの指導者全員を痛め付ける
ために彼らを探し出すことだ。ポーランド人の専門家全員
を我がナチス・ドイツの軍事産業で利用する。その後ポー
ランド人全員がこの世から消える。」 

ハインリッヒ・ヒムラー、SS最高司令官の言葉

1937年にニュルンベルクで開催されたナ

チ党大会。「全世界が恐れる青少年たち

を育て上げよう。私は暴力をふるい傲慢

かつ強固で残酷な若者を望んでいる」と

宣言し、ナチスの青少年団員（ヒトラー

ユーゲント）に挨拶するヒトラー

アウシュビッツアウシュビッツ
収容所が設立される前に収容所が設立される前に

ナチスの思想 

第二次世界大戦の勃発
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１９３９年９月１日にドイツ

軍が、又１７日にはソ連軍がポー

ランドに攻め込み全国を占領した

後ポーランドは分割されました。

そしてオシフェンチム市を含むポ

ーランドの一部はドイツ領となっ

たのです。中央ポーランドは完全

にドイツの支配下となり、ドイツ

の行政によって運営される総督管

区が作られました。１９３９年

８月にはドイツとソ連の協定で東

部ポーランドはソ連に占領されま

した。しかし１９４１年６月にド

イツとソ連の戦争が始まり、結局

その後それらの領土もドイツに占

領されたのです。

１９４０年４月になるとド

イツはデンマークとノルウェー

を、５月にはベルギー、オラン

ダ、ルクセンブルグとフランス

を攻撃しました。また１９４１

年４月にドイツはユーゴスラビ

アとギリシャに攻め込み、同年

６月には同盟国であったソ連を

攻撃しました。そして１９４１

年秋にはヨーロッパの殆どがド

イツに占領されたのです。
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アウシュビッツ１９４０～４５年・アウシュビッツ１９４０～４５年・
収容所史の概要収容所史の概要

アウシュビッツ収容所はナチス・ドイツ

占領下にあったヨーロッパの中心に位置

していた。ドイツ第三帝国とその衛星国

は黒、第二次世界大戦中にドイツの占領

・支配下にあった国々は灰色で印され

た。国境線は1939年以前のものである

ドイツで強制収容所は既に

１９３３年から建設されていまし

た。そこには「不必要な人材」と見

做された人々が収容されていたので

す。それはナチス政権に反対してい

た人々、刑事犯そしてユダヤ人など

でした。そして第二次世界大戦の勃

発後、ドイツは占領した国にも収容

所を造り始めました。

強制収容所であるアウシュビ

ッツ（ドイツ語 Konzentrationslager

Auschwitz、略してKL Auschwitz）

は、ナチス・ドイツ管理下のその

他の収容所と同じ国立の施設であ

り、ドイツ国家の中央行政によ

り運営されていました。収容所は

SS中央経済・行政庁によって管理

されていましたが、収容所に人々

を送り込むそして殺害する責任は

ドイツ第三帝国中央安保庁にあっ

たのです。

ナチス・ドイツの強制収容所

ナチス・ドイツの強制収容所で

あるアウシュビッツは、世界でホ

ロコースト、大量虐殺、暴力の象

徴になりました。この収容所はド

イツ領にされたポーランドのオシ

フィエンチム市郊外に、１９４０

年にドイツによって設立されまし

た。そのためオシフィエンチム市は

ドイツ語のアウシュビッツという地

名に変更され、それが収容所で有

名な地となり、つまり強制収容所

の名にもなったのです。

また収容所建設の直接的な理

由は、ドイツの警察によって非常

に多くのポーランド人が逮捕され

それぞれの刑務所が囚人で溢れて

いたことにありました。アウシュ

ビッツも完成当時は他と同様、

１９３０年代から作られていたナ

チス・ドイツのテロシステムの多

くの収容所の一つとして考えられ

ていました。そして開放までその

役割を果たしていました。しかし

１９４２年からは徐々に最大のユ

ダヤ人絶滅センターとなっていっ

たのです。

強制収容所であるアウシュ

ビッツの守備隊はSS（ナチス

親衛隊）のメンバーで成り立っ

ていました。それはエリート部

隊の親衛隊として作られ、当初

の役目はナチ党大会の警備でし

た。しかし時間と共に第三帝国

でSSの役割は大きく拡大しまし

た。SSは中央行政・警察と軍隊

の多くの業務を引き受け、収容

収容所の設立

パリ

ローマ

モスクワ

ベルリン
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所の保護部隊もしていました。

SS隊員は収容所の幹部であり

その見張り部隊もしていました。

そしてユダヤ人絶滅作業にも参

加し囚人の死刑も執行していまし

た。最初アウシュビッツ収容所の

SS隊員はドイツ人だけでしたが、

その後特別なドイツ国民名簿が作

られ、ドイツ系であることを証明

できる人々も隊員になれるように

なりました。そしてアウシュビッ

ツ収容所が存在していた間には、

SS隊員の男女８０００人もそこで

任務に就いていました。

アウシュビッツ収容所のSS(ナチス親衛隊）。収容所が存在した期間に送り込まれたＳＳ

隊員は8000人を超えた

収容所周辺から強制退去させられる現地

住民。戦中の写真

アウシュビッツ収容所は
ド イ ツ 領 と さ れ た ポ ー
ランドのオシフィエンチ
ム 市 郊 外 に 、 １ ９ ４ ０
年にドイツによって設立さ
れました。そのためオシ
フィエンチム市はドイツ
語のアウシュビッツとい
う地名に変更され、それ
が収容所で有名な地とな
り、つまり強制収容所の
名にもなったのです。
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タルヌフ。ドイツ人に監視され、アウシ

ュビッツ収容所へ移送される直前のポー

ランド人の政治犯。1940年6月14日にタ

ルヌフ刑務所から初移送が行われた

写
真
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撮
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不
明

その周辺の住民の強制退去

１９４０～４１年にナチス・

ドイツは、収容所が建てられた

オシフェンチム市の地区の住民

とその周りの８村の住民を強制

退去させました。又戦前のオシ

フェンチム市民の６０％を占め

たユダヤ人全員は各方面のユダ

ヤ人ゲットーに連行され、多く

のポーランド人は強制労働者と

してドイツ本国に連行されまし

た。そして市内とその周辺にあ

った１２００の家屋は破壊され

ました。収容所の周りには、収

容所を技術的にバックアップして

いた倉庫、仕事場、事務所そして

SSの宿舎ができました。強制退

去させられた人々の家の一部は、

SSの家族全員と一緒にそこに滞在

していた将校、そしてそこに移住

してきたドイツ人家族、警察の職

員と役人が使っていました。戦前

その地域にあった工場はドイツ人

が奪い、その一部を拡大し一部を

閉鎖しました。又その多くはドイ

ツ第三帝国の軍事産業と関係のあ

る工場に編成されました。そして

その中で特に大きな化学企業IGフ

ァルベンインダストリーの強制労

働者として約１万１０００人（主

にポーランド人で、ロシア人そし

てフランス人も含む）が連行され

ました。
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収容所はナチス・ドイツの占

領下となっていたヨーロッパのほ

ぼ真ん中に位置し、交通の便も良

く、そのことは収容所がさらに拡

大され殆ど全てのヨーロッパ各地

からの人々がここに連行された理

由となりました。そしてアウシュ

ビッツが最大となった時には、次

の主な３ヶ所から成り立っていま

した。

• 最初に建てられて１番古かった

のはアウシュビッツ１号（本収

容所とも呼ばれ収容者数は１万

２０００から２万人）。これは

元ポーランド軍の基地内そして

その建物内に１９４０年中頃造

られました。時間と共にそれら

はさらに拡大されていきまし

た。

• ２番目はアウシュビッツ２号・

ビルケナウ収容所で、３ヶ所の

中で最大でした（１９４４年に

収容者数は９万人に上りまし

た）。その建設は１９４１年秋

に始まり、場所は本収容所から

３ｋｍ離れたブジェジンカ村に

ありました。そしてそこに住ん

でいたポーランド人住民は強制

退去させられ家屋が解体されま

した。ビルケナウ収容所にはナ

チス・ドイツ占領下のヨーロッ

パにおける最大の絶滅施設であ

るガス室が造られ、そこでは連

行されてきた殆どのユダヤ人が

毒殺されました。

• ３番目はアウシュビッツ３号・

モノビツェ収容所でブナとも呼

ばれていました（１９４４年夏

には１万１０００人以上の囚人

が収容されていました）。それ

は当初、本収容所から６ｋｍ離

れたモノビツェにドイツの化学

企業IGファルベンインダストリ

ーによって建設された合成ゴム

とガソリン工場ブナ・ベルケの

傍に建てられたブナ副収容所で

した。その後１９４４年１１月

にブナ副収容所は独立し、強制

収容所モノビツェに名前が変わ

りました。そしてアウシュビッ

ツの殆どの副収容所がモノビツ

ェの管轄に置かれていました。

1941年4月。ドイツ人がオシフィエンチ

ムに住んでいるユダヤ人を強制退去させ

る。戦前人口1万2000人の町には、7000人

のユダヤ人が住んでいた

収容所の拡大

1944年に連合軍が撮影した上空写真。写

っているのは、アウシュビッツ１号、ア

ウシュビッツ２号・ビルケナウ収容所、

アウシュビッツ３号・モノビツェ収容

所、ＩＧファルベン社の化学工場など

収容所の偽シャワー室建設の様子。その

木の間には第４・第５死体焼却場のガス

室と焼却炉が見える
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トゥシェビニア強制労働収容所。50ヶ所

近くあったアウシュビッツ３号・モノビ

ツェ収容所の副収容所の１つ
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アウシュビッツの
副収容所  

１９４２～４４年の間に、囚

人たちの奴隷的労働力を活用する

アウシュビッツ収容所の47ヶ所の

副収容所と外部労働班ができまし

た。それらの副収容所は、主にド

イツの炭鉱や製鉄工場とその他の

シレジア地方の企業及び農場の傍

に造られていました。

外部からの隔離 

収容所内の極めて困難な環境

と恐怖に身を曝しながらも、囚

人たちは人間の尊厳を守ろうと

していました。そしてその一つ

の表れとして自発的そして組織

的なレジスタンスが結成された

のです。収容所内の囚人たちの

戦いは他の囚人たちの命を助け

ることに集中していました。ま

たレジスタンスは政治的・文化

的・宗教的活動でもありました。

組織はその時最大の人数であ

った、主にポーランド人の政治

犯によって結成されました。ま

た１９４２～４３年にかけてそ

の他の国民のレジスタンス組織

も結成されました。１９４４年

１０月７日には特別労働班の囚

人たちの一部が反乱を起こし、

数人のSS衛兵隊員を殺し焼却炉を

爆破しました。

収容所内のレジスタンスの

重要な活動の一つは、外の世界

にアウシュビッツ収容所内で起

きているナチス・ドイツの犯罪

についての情報を流すことでし

た。それは収容所外で積極的に

活動するレジスタンス組織と交

流することによって可能になっ

ていました。

ナチス・ドイツによって収容

所が造られた時から、オシフェ

ンチム市とその周辺の住民は命

がけで囚人たちに食べ物と薬を

届けたり脱走の手伝いをして、

囚人たちを助けていました。

収容所内及びその周辺における
レジスタンス

全ての収容所と副収容所はド

イツ人にそして有刺鉄線と監視等

で囲まれ、囚人たちは外部との

あらゆる交流が禁じられていまし

た。また有刺鉄線で囲まれていた

領域よりも外の世界から隔離され

ていた領域のほうが広く、それは

アウシュビッツ１号とアウシュビ

ッツ２号・ビルケナウ収容所の周

りの約４０ｋｍ²　にも広がって

いました。それは収容所付属地帯

と呼ばれていました。

１９４３年にアウシュビッツ収容所は、アウシュビッツ
１号、アウシュビッツ２号・ビルケナウ収容所そしてア
ウシュビッツ３号・モノビツェ収容所の３ヶ所と、数十
ヶ所の小さな副収容所から成り立っていました。

収 容 所 で 登 録 さ れ た 人 々 の 写 真 ：

ユダヤ人の少年、若いジプシーの女性、

ポーランド人の少女

ユダヤ人を助けたことで逮捕され囚人と

なったポーランド人の個人登録カード
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、
１

９
４

２
年

ヴィトルド・ピレツキ。ポーランド人の

政治犯、アウシュビッツ収容所内のレジ

スタンスを始めたその指導者、収容所の

外へ送り出す秘密報告書の作成者
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強制収容所としてのアウシュビッツ

ユダヤ人
• １９４２年からはユダヤ人が一番多く収容されていました。囚人番号を付けられたユダ

ヤ人は約２０万人いました。

政治犯
• 政治犯は約１６万人でした。その内にはレジスタンス活動をしていたために又は手入れ

の時に逮捕されたというポーランド人が一番多く収容されていました。

反社会的分子
• 反社会的分子と見做された囚人のカテゴリーには、主に２万１０００人の登録されたジ

プシーが含まれていました。

SU ソ連軍捕虜 • ソ連軍捕虜は１万５０００人で、その内１万２０００人が登録されていました。

EH 教育囚人
• 教育囚人というカテゴリーは約１万１０００人で、労働規制を破り収容された人々でし

た。

PH
警察によって逮捕されたポー

ランド人

• 警察によって逮捕されたのはポーランド人だけでした。カトビツェ市とミスオビツェ市

のゲシュタポの刑務所が囚人で溢れていたため、ポーランド人はアウシュビッツ収容所

に連行されました。収容所内では臨時裁判を待たされ判決は殆ど銃殺でした。その犠牲

者数は数千人と言われています。

刑事犯
• 刑事犯は主にドイツ人で数百人いました。その中から収容所管理局は、収容所内の規律

維持に当たりSS隊員のために働く囚人を選びました。

エホバの証人
• “エホバの証人”は宗教的な理由によって収容所に送られた人々でした。主にドイツ人

で最低１３８人が登録されました。

ホモ • ホモは主にドイツ人で、最低数十人が登録されました。

収容所の囚人たちのカテゴリー

ゾ
フ
ィ
ア
・
ス
テ
ン
ピ
ェ
ニ
＝
バ
ト
ル
、
ア

ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
、
１
９
４
４
年
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アウシュビッツは存在する

間、ナチス・ドイツの強制収容所

としての役割を果たし、時間と共

に最大になりました。当初ここに

はナチス・ドイツに特に危険と見

做されたポーランド人政治犯が収

容され、その中には社会的思想の

指導者と成り得る人々、インテ

リ、文化人、学者、レジスタンス

メンバーや将校などがいました。

最初に連行された７２８人の

ポーランド人政治犯は、タルヌフ

市の刑務所から１９４０年６月

１４日に送られてきました。この

日が収容所の始まりだと言われて

います。ナチス・ドイツは始終こ

の収容所にポーランド人を送り続

けていました。ここには町での手

入れと強制退去の時に逮捕された

人々が連行されていました。例え

ば、ドイツ人の生活領域とされた

ザモシチ地方から強制退去させら

れたポーランド人住人全員が家族

単位で連行され、そしてワルシャ

ワ蜂起の時にはワルシャワ市民も

ここに送られました。

時間と共にナチス・ドイツ

は、占領したその他の国からの人

々そしてジプシーとソ連軍捕虜も

収容所に送り始めました。それら

の囚人は登録され囚人番号を付け

られました。１９４２年からは大

量虐殺のため移送されたユダヤ人

の選別の結果として、労働力又は

人体実験の材料として選ばれたユ

ダヤ人も登録されるようになりま

した。

アウシュビッツ収容所に連行

された少なくとも１３０万人の

内、登録され囚人となったのは

４０万人でした。２０万人のユダヤ

人、１５万人のポーランド人、約

２万３０００人のジプシー、約１万

２０００人のソ連軍の捕虜そしてそ

の他の国民が約２万５０００人で

した。その内の５０％が重労働、

飢餓、死刑執行、病気・伝染病、

極めて難しい環境と犯罪的な実験

と懲罰と拷問によって死んだので

す。又２０万人近くの囚人たちが

ドイツ軍によってその他の収容所

に移され、そこで多くの囚人たち

が命を失いました。そしてアウシ

ュビッツ収容所が解放された時に

は約７０００人の囚人たちが残っ

ていました。

エドヴァルト・ガリンスキ（ポーランド人の

政治犯）とマラ・ジメトバウム（ベルギーの

ユダヤ人女性）は、１９４４年夏にアウシュ

ビッツから脱走した。２週間後にこの恋人た

ちはゲシュタポによって逮捕され処刑された
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１９４２年からアウシュビッ

ツ収容所は２つ目の目的も果た

すようになりました。つまりヨ

ーロッパにおけるユダヤ人絶滅

センターとなったのです。ユダ

ヤ人は、性別・年齢・職業・国

籍と政治的思想を問わず“ユダ

ヤ人である”という理由だけで

殺害されました。新しく連行さ

れてきたユダヤ人の大半がSS医

師の選別で労働に適さないと判

断され、ガス室で毒殺されたの

です。老人・病人・妊婦・子供

には生き残る権利がありません

でした。そして彼らは収容所の

囚人として登録されませんでし

た。又囚人番号も付けられなか

ったのです。

ユダヤ人絶滅センターとしてのアウシュビッツ

アウシュビッツ２号・ビルケナウ収容所。ホームに立つハンガリーから連行されたユダヤ人。奥には死体焼却場のガス室と焼却炉の建物が見える

ガスを発する毒ガス・チクロンＢの空き

缶と珪藻土の塊

アウシュビッツ２号・ビルケナウ収容所の第２死体焼却場のガス室と焼却炉

写
真
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Ｓ

Ｓ
隊
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１９４４年５－６月にドイツ軍は約４４万人のユダヤ人を
ハンガリーからアウシュビッツ収容所に連行してきまし
た。その時にドイツ軍のカメラマンたちはアウシュビッツ
２号・ビルケナウ収容所で約２００枚の写真を撮りまし
た。その写真には、SS隊員によって新しく連行されてきた
人々の選別のシーン、ガス室へ向かう人々の姿、そしてガ
ス室に入る順番を待っている人々が写っています。
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収容所へ連行されたユダヤ人の数・国籍別
（戦前の国境内）

 ハンガリー ４３万人 （戦中の国境内）

 ポーランド ３０万人

 フランス ６万９０００人

 オランダ ６万人

 ギリシャ ５万５０００人

 チェコ・テレジンシュタド ４万６０００人

 スロバキア ２万７０００人 （戦中の国境内）

 ベルギー ２万５０００人

 ドイツとオーストリア ２万３０００人

 ユーゴスラビア １万人

 イタリア ７５００人

 ラトビア １０００人

 ノルウェー ６９０人

 その他の収容所と場所不明 ３万４０００人

合計 １１０万人

情報源：フランチシェク・ピペル
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収容所の開放
１９４４年末に収容所管理局

は接近してくるソ連軍を恐れて犯

罪の痕跡を消滅させる作業を始

めました。ソ連軍が収容所から

６０ｋｍ離れたクラクフ市を解放

した時、行進できる囚人たちは

１９４５年１月１７～２１日にド

イツ第三帝国の奥に移動させられ

ました。しかしドイツ人が収容所

に残した約７０００人の囚人た

ちは１９４５年１月２７日にソ連

軍によって解放されました。

アウシュビッツ２号・ビルケナウ収容

所。野積みで焼かれるガス室で殺害され

たユダヤ人の遺体。

アウシュビッツ２号・ビルケナウ収容所

を去る、解放された囚人たち

ユダヤ人・ポーランド人・ジプ

シーとソ連軍捕虜以外に、ナチス

・ドイツは最低７０００人のチェコ

人・６０００人のベラルーシ人・

４０００人のフランス人・２５００

人のドイツ人とオーストリア人、

１５００人のロシア人、８００人の

スロベニア人、６００人のウクライ

ナ人もここに連行しました。そして

少人数（つまり数十人から数百人）

で、殆どのヨーロッパの国々の人々

がここに収容されていました。

１９４５年１月２７日に解放されたアウ

シュビッツ収容所の囚人７０００人の

内、３００人以上が子供だった
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アウシュビッツの犠牲者数
（推定）

民族  連行された人数 登録された人数  殺害された人数

ユダヤ人 １１０万人

               

               

               

               

               

               

               

     

２０万人 百万人

ポーラン

ド人
１４～１５万人                １４万人

７万～

７万５０００人

ジプシー ２万３０００人    ２万３０００人 ２万１０００人

ソ連軍捕虜 １万５０００人  １万２０００人 １万４０００人

その他 ２万５０００人    ２万５０００人
１万～

１万５０００人

合計 約１３０万人 約４０万人 約１１０万人

情報源：フランチシェク・ピペル
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解放後に発見されたアウシュビッツ収容

所の犠牲者の靴（展示の一部）

国立アウシュビッツ・国立アウシュビッツ・
ビルケナウ博物館と記憶のビルケナウ博物館と記憶の

場の設立場の設立

始まり
ナチス・ドイツの強制収容所

が解放され第二次世界大戦終了の

数ヵ月後には、ポーランド人の元

囚人のグループが、アウシュビッ

ツ収容所の犠牲者を追悼するアイ

ディアを公に発言し始めました。

そして可能な時にその何人かが元

収容所に行き、収容所跡の保護を

始めたのです。彼らによってアウ

シュビッツ収容所の保護活動が始

まったのです。そしてこの場所を

訪れ親戚の行方を捜し求めて祈

り、又殺害された人々を称える多

くの巡礼者の世話もしていまし

た。

元囚人たちは博物館が設立さ

れる前に最初の展示を企画し、

１９４７年６月１４日に開会式が

行われました。その式典には元囚

人、殺害された人々の親戚、ポー

ランド全国から集まった巡礼者、

ポーランド政府代表とナチス・ド

イツ犯罪追求委員会とユダヤ歴史

委員会、そしてイギリス・チェコ

スロバキアとフランス大使館を含

む５０万人が参加しました。

設立
１９４７年７月２日にポーラ

ンド国会は、元収容所の敷地及び

物件の永久保護、そして国立オシ

フィエンチム・ブジェジンカ博物

館設立法を決議しました。そして

１９９９年にその名義は“国立ア

ウシュビッツ・ビルケナウ博物

館”に変更されました。

この博物館は１９４７年に
設立されました。その敷地
は２ヶ所の元収容所から成
り立っています。それはア
ウシュビッツ１号とアウシ
ュビッツ２号・ビルケナウ
収容所で、その総合面積は
１９１haです。又１９７９
年にはポーランド側からの
申し入れによって、元収容
所がユネスコの世界文化遺
産化されました。

収容所の解放後に発見された、ナチス・

ドイツ犠牲者の共同墓地

博物館か記憶の場か 
１９４７年にポーランド国会で決議された法律での博物館の役割は、元収容所

の敷地及び物件の永久保護、アウシュビッツ収容所でのナチス・ドイツの犯罪に

関する資料と証拠を収集すること、そしてそれらの研究と発表を行うことです。

しかし博物館の組織化やその活動及び発展に関する問題は、過去においても現

在も、元囚人と博物館専門家、修復専門家、史学者、教育者そしてマスメディア

によって討議されています。

博物館が設立される当時も、歴史を語る場のみとするか、又は犯罪システムの

主な構造を研究し説明する場にするか検討されていました。それに関しては両極

端な意見が出されました。つまり元収容所跡を“完全に無くす”から“可能な限

り完璧に保存する”という考えです。

また“博物館”という事も討論されました。“国立アウシュビッツ・ビルケナ

ウ博物館”という名義が関係者全員の賛成を得ている訳ではないのです。ある人

々は元収容所が“先ず墓地である”と考え、ある人々は“記憶の場である”と訴

えています。またここは殺害された人々の研究やそれに関する教育を行う“記憶

の研究所である”と訴える人もいます。しかし実際にはそれらの目的は違わず１

つになっていて、博物館がそれら全ての役割を果たしています。

収容所の解放直前に亡くなった囚人たち

の葬儀
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博物館はポーランド文部・国

家遺産省の管轄にあり、ポーラン

ド政府によってその活動資金が賄

われています。又20世紀の90年代

になると外国からの資金援助も始

まり、ロナルドS.ローダーのユダ

ヤ民族基金からの寄付金で博物館

に専門的な修復作業室が設けられ

ました。更にドイツを含むその他

の国々や、フランスのホロコース

ト記念財団を始めとする数々の協

会や個人からの援助によって、一

部の修復工事や犠牲者追悼企画の

実現も可能となりました。

2008年にはアウシュビッツ・

ビルケナウ基金が創設されまし

た。その目的は、アウシュビッツ

強制収容所跡を訪れる次世代が、

第二次世界大戦中ナチス・ドイツ

によって行われた犯罪の現場を自

らの目で見極める事ができるよう

に、この“記憶の場”の修復活動

に必要な資金を保障することで

す。

しかしそのためには約1億

2000万ユーロの基金が必要です。

一度その目標額が集まれば、“ア

ウシュビッツ・ビルケナウという

記憶の場を次世代のためにどのよ

うに保存したらよいか”という問

題は解決されます。なぜなら、安

全に投資されたその確固たる基金

から得る利子を不可欠な修復作業

に充てることができるからです。

それと共に、囚人棟や監視塔を含

む155の建物の跡や、ガス室跡を

敷地

博物館にはアウシュビッツ収

容所全体の２ヶ所が含まれまし

た。それは本収容所であったア

ウシュビッツ１号とブジェジンカ

にあったアウシュビッツ２号・ビ

ルケナウ収容所でした。この博

物館となるべき場所については

１９４０年代にポーランドで大きく

討議されました。その候補にはアウ

シュビッツ収容所の副収容所で本収

容所から数十ｋｍも離れている所も

ありました。しかし結局は総合面積

が１９１haの２ヶ所の主な収容所で

ある、アウシュビッツ１号とアウシ

ュビッツ２号・ビルケナウ収容所の

みの保護が決定されたのです。

このように殆どのユダヤ人の

絶滅設備と、囚人棟とバラック、

トイレ、管理局の建物，SS衛兵

棟、新しく連行されてきた囚人た

ちの登録が行われていた建物を含

む１５０軒及び収容所の門、監視

塔、十数ｋｍの有刺鉄線、収容所

内の道路、ビルケナウ収容所の鉄

道の引込み線があった所が博物館

の管理下となったのです。又ソ連

軍によって収容所が開放されたそ

の直前と直後に亡くなった囚人た

ちの墓地も博物館の敷地内となり

ました。

収容所の多くの建物などは

その解放前に破壊されました。

またその一部は１９４４年と

１９４５年にSSによって犯罪の

痕跡を消滅させる作業の時に解

体・破壊されました。木造バラ

ックの一部は解放直後に解体さ

れました。

２００２年には博物館の敷地

内に「赤い家」と呼ばれていたア

ウシュビッツ2号・ビルケナウ収

容所の最初のガス室が加わり、

２００４年には収容所の倉庫があ

った「古い劇場」と呼ばれていた

建物とその周りも加わりました。

そこにある砂利採掘場では囚人た

ちが重労働を強いられ、多くの人

々が殺害されました。

維持費

アウシュビッツ１号跡の現在の上空写真

写
真

：
ヴ

ォ
イ

チ
ェ

フ
・

ゴ
ル

ゴ
レ

フ
ス

キ



- 15 -

アウシュビッツ２号・ビルケナウ収容所

跡の現在の上空写真

１９９０年にはポーランド文

化大臣がアウシュビッツ博物館付

属国際委員会を設立しました。そ

の委員会員にはアウシュビッツ収

容所の元囚人たち、史学者、色々

な国の専門家が選ばれました。委

員会は顧問そして世論を形成する

役割を果たしています。

博物館は、“記憶の場”とし

ての活動に関する重要な課題につ

いて、又直接博物館が関係してい

ないポーランドと外国で大きな反

響を起こす疑問についても委員会

の意見を聞きます。

２０００年にポーランドの総

理大臣は6年間を任期とする国際

アウシュビッツ委員会の設立を発

表しました。そしてこの委員会は

それまでの委員会の役割を引き継

いだのです。しかし異なる点は、

委員会が博物館のではなく総理大

臣の顧問の役割を果たすことで

す。国際アウシュビッツ委員会は

ナチス・ドイツの元アウシュビッ

ツ収容所の保護と管理だけではな

く、ポーランドにある全ての絶滅

収容所慰霊碑における顧問の役割

を果たしています。

２００６年に創立されたこの

委員に、フランス・イスラエル・

ドイツ・ポーランド・ウクライナ

・アメリカとイギリスの代表者が

選ばれました。そして再びその会

長にはアウシュビッツ収容所の元

囚人ヴァディスワフ・バルトシェ

フスキ教授が選出されました

含む300ヶ所の廃墟、さらに十数

kmに及ぶ道路や囲い、そして収

容所内のインフラとその他の跡、

収蔵された資料と物品を対象とす

る、総面積200haに及ぶ収容所跡

全体の修復企画の導入も可能とな

ります。

寄 付 金 は ホ ー ム ペ ー ジ へ

（www.auschwitz.org.pl）、又は次

の口座へお願いいたします。

（口座番号：1240 1170 1111 

0000 2418 5907 ）

国際アウシュビッツ委員会 

２００５年にポーランド文化

大臣は博物館の組織内にアウシュ

ビッツ・ホロコースト教育国際セ

ンター委員会を創立しました。そ

の委員会は若い世代にアウシュビ

ッツとホロコーストの犠牲者につ

いての知識を伝える活動を支援し

ています。

アウシュビッツ・ホロコースト教育センター委員会
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博物館の活動について博物館の活動について

博物館の規定にある義務は、資料と遺品の収集、物件の保護と
修復保管であり、又それらを研究し一般公開することです。

収容所の解放後にその敷地内

とその周辺で数千の遺品が発見

されました。それらは殺害が目

的で収容所に連行されたユダヤ

人の所持品で、トランク（名前

や住所が書いてある物もありま

す）、タウェス（ユダヤ人が祈

る時に肩にかける特別な布）、

義手と義足、眼鏡、靴などで

す。現在それらの物が博物館の

保管する遺品の大部分であり、

またその多くを元アウシュビッ

ツ収容所の囚人棟にある収容所

の歴史を示す一般展示で見るこ

とができます。

博物館のアーカイブには資料

と写真、密かに収容所内で創られ

た美術品、又は解放後に創られた

美術品があります。そして解放直

後に元囚人たちによって描かれた

絵とグラフィックも重要な資料で

す。それらは収容所内の生活を再

現していて、生き残った人々から

のある種の報告でもあります。彼

らの多くは博物館設立にも積極的

に参加していて、それらは博物館

を設計したアーティストの作品な

のです。

それ以外にも博物館は、ナチ

ス・ドイツの資料そして収容所に

存在していた資料を保管していま

す。その中には収容所内外のレジ

スタンスによって作られた資料も

あり、元囚人たちの証言と報告、

また世界で行われたナチスの裁判

時の証言のような戦後の資料もあ

ります。そして世界で出版されて

いるアウシュビッツ収容所とナチ

スの思想に関する書籍も収集され

ています。アウシュビッツ収容所へ移送されたユダ

ヤ人の所持品のスーツケース

フランチシェク・ヤジヴィエツキ。自画像

博物館の収蔵資料の中には、戦中にアウシュビッツ収容所の囚人となった人々が創作し

た２０００点を含む、６０００点近い芸術品がある
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アーカイブには、収容所が存在していた時の書類、約３万
９０００枚の新しく連行されてきた囚人たちの写真のネ
ガ、そして主にベンジン市とソスノビェツ市のユダヤ人
ゲットーから連行されてきたユダヤ人たちの家族写真が
２５００枚近く保管されています。

遺品

遺品部は、収容所で使用され

ていた物、殺害された又は収容所

に連行された人々の遺品、収容所

内又はその周辺で発見された遺品

を収集し保管しています。それ以

外にも多くの物が博物館に寄付さ

れ保管されています。

博物館には下記の物品が保管

されています。

― ８万足以上の靴

― ３８００個のトランク（その

内の２１００には文字が書か

れています）

― １２０００個の鍋

― 約４０ｋｇの眼鏡

― ４６０本の義手と義足

― ５７０着の縞模様の囚人服

― ２６０着の洋服

― ２６０のタウェス（ユダヤ人が

祈る時に肩にかける特別な布）

― 金属製品を熔かして作った塊

４０㎥（アウシュビッツ2号・

ビルケナウ収容所に連行され

た人々の所持品があった「カ

ナダ倉庫」からのもの）

― ６０００点の美術品（その内

収容所内で囚人たちが創った

美術品は約２０００点）

また博物館には約2ｔの髪の毛

も保管されています。それらは収

容所に連行された女性たちのもの

です。

アーカイブ 

アーカイブにはドイツの管理局

が作成したオリジナルの書類、そ

の他のポーランドと外国の書類の

コピー、ナチスの犯罪者の裁判の

書類、戦中に収容所内外のレジス

タンスによって作成された書類、

戦後に作られた資料（元囚人たち

等の証言、報告）、写真・マイク

ロフィルム・記録映画、研究書

籍、評論、展示会と映画のシナリ

オなどが保管されています。

現在下記のコレクションがありま

す。

― 約３万９０００枚の新しく連行

されてきた囚人たちの写真のネ

ガ。それらは囚人の身分を明ら

かにする刺青が入れられるま

で、収容所の管理局によって撮

影されたものです。

― アウシュビッツ2号・ビルケナ

ウ収容所で、１９４４年にハン

ガリーのユダヤ人が連行されて

きた時にSS隊員によって撮影さ

れた約２００枚の写真。またそ

こにあったガス室付近で密かに

特別労働班の囚人によって撮影

された数枚の写真。収容所が存

在していた時にSS隊員によって

撮影された建物と収容所の敷地

の約５００枚の写真。収容所に

主にベンジンとソスイビェツの

ユダヤ人ゲットーから連行され

た人々の家族の写真約２５００

枚。１９４４年にアメリカ空軍

によって撮影された数十枚の収

容所の敷地の写真。開放後に博

物館のスタッフなどによって撮

影された写真。

― 収容所とその関連の書類、以下

はその例です。

・アウシュビッツで亡くなった

又は殺害された７万人の死亡

通知が含まれている４８冊 の

「死亡ブック」

・ アウシュビッツのSSと警察の

中央建設局の書類が含まれて

１９４５年１月にソ連軍の進撃が近付い

たため、撤退を開始したドイツ人が火を

放った倉庫の炎。あらゆる努力にも拘ら

ず、ナチス・ドイツはアウシュビッツで

犯した犯罪の痕跡を完全に消滅させるこ

とはできなかった
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１９４１年９月２６日にアウシュビッツ

に到着した人々の囚人登録名簿
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いる２４８冊。それらにはア

ウシュビッツの建設とその拡

大工事、インフラストラクチ

ャーそしてオシフィエンチム

市改築に関する設計図などが

含まれています。

・ SS衛生研究所の書類が含まれ

ている６４冊

・ 囚人たちの個人ファイルが含

まれている１６冊

・ 収容所から囚人たちによって

送られた８０００枚の葉書と

手紙

・ 約８０万枚のマイクロフィル

ム（主に収容所管理局の書類

とその他の機関から収集した

書類）

・ 元囚人たちの回顧と証言を収

録したカセットテープ

・ １０００本以上のビデオテー

プ（収容所と戦争をテーマに

映画を収録したもの）

・ １３０本のドキュメンタリー

・フィクション・短編映画

・ １６１冊の「報告」という

チームによって集められた

３５００以上の報告書（元囚

人たち・強制労働者・オシフ

ィエンチム地方の住民等の証

言による）、合計３万ページ

以上

・ ２５１冊の「思い出」という

チームによって集められた

１ ４ ０ ０ 以 上 の 報 告 書

（元囚人たち・強制労働者

・オシフィエンチム地方の

住民等の回顧による）、

合計４万５０００ページ以上

・ ７８冊のアウシュビッツ収容

所へス所長とSS衛兵隊員の裁

判記録、約１万６０００ペー

ジ

・ １９２冊の元囚人によって記

入されたアンケート、合計約

２万ページ

・ ２７冊の元囚人によって記入

されたテーマ毎のアンケー

ト、合計約８０００ページ

・ ７冊のアウシュビッツ収容所

元囚人たちの１９４５年の

退去に関する証言と報告書、

１０００ページ以上

記録管理部の資料の中には、収容所で使

われていた書類の原本などが保管されて

いる：（上から）レジスタンスへの参加

容疑で逮捕されたポーランド人の囚人登

録カード、アウシュビッツ収容所の囚人

数を確認するために日々作成された報告

書から引用した、死亡した囚人の名簿

１９４４年９月４日にクラクフのレジ

スタンス宛に送り出された秘密文章の

断片。作成者のユゼフ・ツィランキェ

ヴィッチとスタニスワフ・クオジンス

キは「ガスを使用した殺人行為の写真

を送った。追加写真を撮影できる」と

書いている

元囚人との交流

元囚人について
の情報を収集 

元囚人に関する情報収集と資

料作成のため、彼らと連絡をとり

記録することが交流担当部の仕事

です。その職員は報告・回顧・証

言など戦後の記録資料を基に、元

囚人の名前や囚人番号の一覧表も

作成しています。その他に元囚人

や収容所関連のレジスタンスに参

加した人々の証言を記録し調査を

行い、その研究や教育活動も行っ

ています。

オ
シ

フ
ィ

エ
ン

チ
ム

国
立

ア
ウ

シ
ュ

ビ
ッ

ツ
・

ビ
ル

ケ
ナ

ウ
博

物
館

の
記

録
管

理
部

オ
シ

フ
ィ

エ
ン

チ
ム

国
立

ア
ウ

シ
ュ

ビ
ッ

ツ
・

ビ
ル

ケ
ナ

ウ
博

物
館

の
記

録
管

理
部

オ
シ

フ
ィ

エ
ン

チ
ム

国
立

ア
ウ

シ
ュ

ビ
ッ

ツ
・

ビ
ル

ケ
ナ

ウ
博

物
館

の
記

録
管

理
部



- 19 -

図書室の蔵書の内容は博物館

の展示に一致しています。収集

されているのは主に“第二次世

界大戦”“ホロコースト”“ア

ウシュビッツ”をテーマとした

強制収容所と刑務所の歴史、そ

して反ユダヤ主義と民族主義関

連のものです。３万冊ある蔵書

の中には、第二次世界大戦中の

レジスタンス史、第三帝国史と

新ナチズム関連、又ユダヤ民族

史とその伝統を記述する出版物

も豊富にあります。

図書室には記録文学と学術論

文の他に、回顧録、長編短編小

説・詩・戯曲を含む純文学、地

図・百科事典・辞書と雑誌も保

管されています。その内でも第

三帝国で出版された本と雑誌は

秘蔵されています。

元囚人についての情報  

元囚人に関する情報をご希望

の方は、手紙又は元囚人情報事

務所に直接お問い合わせくださ

い。担当者が収容所の書類を基

にお答えします。ただし書類の

殆どが収容所解放直前にナチス

・ドイツによって焼却されたこ

と、そして収容所到着時に行わ

れたＳＳ隊員の選別で直接ガス

室へ送られ殺害されたユダヤ人

についての記録が皆無で、その

ような大多数のアウシュビッツ

の犠牲者に関する記録は一切存

在していません。

デジタル・データバンク   

アウシュビッツ収容所の元囚

人に関するデジタル・データベ

ースの作成は、その場所で殺害

された人々に関する記憶保持の

ために非常に重要です。また常

時作成され現在５０万以上ある

デジタル・データベースで保管

されているものは、収容所で使

用されていた書類５６部に関す

る情報です。これによってコン

ピュータのモニターに表示され

る情報への速やかなアクセスと

検索された資料による分析が可

能です。

図書室

戦中殺害された人々の遺体を焼却炉で燃

やす作業を強制された、特別労働班のユ

ダヤ人の囚人の書き留めたメモが戦後の

収容所跡で発見された。囚人たちの証言

も大事だが、その様な資料自体もナチス

犯罪の歴とした証拠である。写真には囚

人の名のない手書きのメモが写ってい

る。イディッシュ語で書かれたそのメモ

は第３死体焼却場のガス室跡で１９５２

年に発見され、ガス室でのユダヤ人大量

虐殺過程の記述などがある

資料からデジタル・データベースを作成

する職員は、アウシュビッツ収容所へ移

送された人々と囚人に関するデジタル・

データバンクの責任者である
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博物館の保管部は、現存する１５０軒以上の建物、アウシュビッツ２号・ビルケナウ収容
所の４つの死体焼却場（ガス室・焼却炉）を含む約３００の史跡、３６００本のコンクリ
ートの支柱を含む長さ13kmにも及ぶ収容所の囲いなどを保護しています。

物件の保護・修復

博物館の保管部は、バラック

・囚人棟など現存する１５０軒以

上の建物、アウシュビッツ史で特

に重要な意味を持つアウシュビッ

ツ２号・ビルケナウ収容所の４つ

の死体焼却場（ガス室・焼却炉）

を含む約３００の史跡、３６００

本のコンクリートの支柱を含む長

さ13kmにも及ぶ収容所の囲いなど

を保護しています。２００ｈａ近

い敷地には、舗装された道・排水

溝・側線と特設ホームのある線路

が何十ｋｍも続き、２ヶ所の下水

処理場・消防用用水池などもあり

ます。その他に芝生や約２０ｈａ

の森林を含む戦前からの樹木も保

護されています。

保管部では、記録資料・日常

必需品・写真や芸術作品に保存・

修復作業を行っています。博物館

に収蔵されている囚人が創作した

約２０００点の芸術品と、戦後創

作された約４０００点に関する保

存作業も行われています。

また、トルンのニコラス・コ

ペルニクス大学／クラクフ美術

大学／ワルシャワ美術大学／ド

イツのケルン科学大学／シロン

スカ工科大学／シフィエントク

シスカ工科大学との協力で、最

新技術を用いた保存・修復作業

企画や学生用の実習も行ってい

ます。

修復作業室 
２００２年に博物館に設けられ

た近代的な修復作業室にはポーラ

ンド国内で最も充実した設備があり

ます。ここでは幾つかの重要な企画

が実現しました。それはアウシュビ

ッツ収容所へ移送された人々から収

奪された４万足近い靴が清浄・保管

され、アウシュビッツ２号・ビルケ

ナウ収容所の焼却炉の金属部品や、

ドイツ人の婦人科医クラウベルクが

利用していた実験室の内診用診察

台、数十個のスーツケース、スケッ

チ、グラフィック・アートと絵画な

どが修復されました。現在その一

部はポーランド内外で展示されて

います。その他に博物館の保管部

にある原本の一部にも保存と修復

作業が行われました。

アウシュビッツ収容所史の研究と
その解析

収容所の監視塔。博物館の保管部は敷地

だけでなく物件の保存と保護を行ってい

る

保管部の研究室

アウシュビッツ２号・ビルケナウ収容所

の囚人棟跡で行われる保存作業

博物館の史学者はアウシュ

ビッツ収容所を研究していま

す。そして現在も下記の３つの

課題に集中しています。

・ 犠牲者の身元に関する知識

を広めること

・ 未知である収容所各部の歴

史 の 研 究 、 収 容 所 と 関 連

していたＳＳ（ナチス親衛

隊）の構成に関する資料収

集

・ 収容所史の典拠の編集
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この研究活動は１９５０年代に始

まりました。当初の作業は収容所に

関する基本的な史料と元囚人の回顧

録の出版、そして収容所で起きた出

来事の詳しい説明に集中していまし

た。その結果最初に記録された最も

重要な論文は、ダヌタ・チェフ著の

『アウシュビッツ強制収容所におけ

る出来事の年表（Kalendarz wydarzeń 
w KL Auschwitz）』でした。そしてこ

れは更に補足され、１９８９年にドイ

ツで、１９９２年にポーランドで、

１９９７年にアメリカで、そして

２００６年にはイタリアで出版されま

した。

１９６０年代後半そして１９７０

年代の研究活動は、アウシュビッツ

収容所の副収容所のネットワーク、

アウシュビッツ収容所におけるレジ

スタンス、そしてアウシュビッツ

２号・ビルケナウ収容所に集中してい

ました。それと同時に研究所勤務のフ

ランチシェク・ピペルは、収容所にお

ける囚人の労働状況、そしてアンジェ

イ・ストシェレツキは“収容所からの

撤退”“収容所の消滅”“収容所の解

放”に関する研究を進めていました。

その後もアウシュビッツ収容所史

の全般について、又はより詳細に問題

に関連する研究活動が行われました。

そしてその成果として次の書籍が出版

されました。

・『アウシュビッツの死亡者名簿

（Księgi zgonów z Auschwitz）』

・『記憶の本（Księga Pamięci）』

・『アウシュビッツ＝ビルケナウ

強制収容所におけるジプシー（

Cyganie w obozie koncentracyjnym 
Auschwitz-Birkenau）』など

 そしてポーランド人だけをテーマ

とした「記憶の本」も出版されま

した。

・『記憶の本　―　ワルシャワから

アウシュビッツ強制収容所へのポ

ーランド人の移送　１９４０～

４４年（Księga Pamięci. Transporty 
Polaków z Warszawy do KL Auschwitz 
1940-44）』、

・『記憶の本　―　クラクフを含む

ポーランド南部からアウシュビッ

ツ強制収容所へのポーランド人の

移送　１９４０～４４年（Księga 

Pamięci. Transporty Polaków do 
KL Auschwitz z Krakowa i innych 
miejscowości Polski południowej 
1940-44）』、

・『記憶の本　―　ラドムを含むキェ

ルツェ地方からアウシュビッツ強制

収容所へのポーランド人の移送　

１９４０～４４年（Księga Pamięci. 
Transporty Polaków do KL Auschwitz 
z Radomia i innych miejscowości 
Kielecczyzny 1940-44）』

また上記以外にも叢書が多く紹介

されました。

『記憶の本』では移送された人数

や収容所での死亡率を分析する他に、

収容された人々の生涯を可能な限り再

現する試みがなされています。それら

の書籍には次のものがあります。

・ ヘンリク・シフィエボツキ編集

の『善意の人々　―　アウシュ

ビッツ強制収容所の囚人たちを

助けた、オシフィエンチム地

方の住民を追悼する記憶の本

（Ludzie dobrej woli. Księga Pamięci 
mieszkańców Ziemi Oświęcimskiej 
niosących pomoc więźniom KL 
Auschwitz）』

・ アウシュビッツへ移送されたベン

ジン市のユダヤ人に関する共著『

彼らが去る前にZanim odeszli』
・ 収容所へ移送された子供たちにつ

いて語る、ヘレナ・クビツァ著

の『彼らのことを忘れてはなら

ない―アウシュビッツの最年少

の犠牲者たち（Nie wolno o nich 
zapomnieć. Najmłodsze ofiary KL 
Auschwitz）』という書名のアルバ

ム２冊

その他に博物館の史学者たちが研

究した重要なテーマの書籍には次のも

のがあります。

・ アウシュビッツ強制収容所の犠牲

者数（フランチシェク・ピペル）

・ アウシュビッツ強制収容所からの

脱走者による報告（ヘンリク・シ

フィエボツキ）

・ 収容所とその周辺のレジスタンス

（ヘンリク・シフィエボツキ）

・ 犠牲者の所持品の収奪（アンジェ

イ・ストシェレツキ）

・ ブナ副収容所とＩGファルベン社の歴

史（ピョトル・セトキェヴィッチ）

・ 残虐な人体実験（イレナ・ストシ

ェレツカ）

・ 収容所の各区域の歴史（イレナ・

ストシェレツカ）

・ ウッジのゲットーからアウシュビ

ッツ強制収容所へ移送されたユダ

ヤ人の運命（アンジェイ・ストシ

ェレツキ）

・ １９４２～４３年にザモシチ地方

から移送されたポーランド人のア

ウシュビッツにおける絶滅（ヘレ

ナ・クビツァ）

・ 占領下ヨーロッパにおけるジプシ

ーの運命とアウシュビッツにおけ

る絶滅（ヴァツワフ・ドゥウゴボ

ルスキ）

・ アウシュビッツ強制収容所におけ

るエホバの証人（テレサ・ヴォン

トル＝チヒ）

・ ヴィトルド・ピレツキ大尉とステ

ファン・ヤシェンスキ少尉を始め

とする、レジスタンスメンバーの

伝記（アダム・ツィラ）

そして長年研究活動を続けてき

た博物館が誇る、その集大成である

叢書（全５巻）は『アウシュビッツ

１９４０～４５年―収容所史におけ

る最重要問題（Auschwitz 1940-45. 
Węzłowe zagadnienia z dziejów 
obozu）』です。

アウシュビッツ収容所史に関する最も

重要な資料の１つは、博物館に勤務し

ている史学者ダヌタ・チェフ著の「ア

ウシュビッツ強制収容所における出来

事の年表（Kalendarz wydarzeń w KL 
Auschwitz）」である。
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展示とその記憶の保護について 展示とその記憶の保護について 

国立アウシュビッツ・ビルケナウ博物館の持つ重要な意味 
この場所の持つ重要な意味はホロコーストと大量虐殺の痕跡
にあり、当時のまま保護されている収容所の敷地と物件そし
て廃墟にあります。ここには人間の遺灰が撒かれた場所や、
爆破されたガス室・焼却炉の跡、ＳＳの医師たちが選別を行
っていた場所、人々がガス室に連行される時に通った道、移
送された家族が“死”を待っていた場所、囚人の暴動が起き
た場所、そして死刑が執行された場所などがあります。

元アウシュビッツ１号
収容所での常設展 

１９４７年にアウシュビッツ

１号の囚人棟で最初の展示が行わ

れました。そして１９５５年に準

備された新しい展示はその後多少

修正され現在まで続いています。

この展示では、様々な国の人

々の強制収容所でありヨーロッパ

のユダヤ人絶滅センターでもあっ

た、アウシュビッツ収容所の２つ

の姿を紹介しています。

解放後にアウシュビッツ収容所内で発見

された、連行されたユダヤ人の写真。ア

ウシュビッツ２号・ビルケナウ収容所の

偽シャワー室跡における展示の一部

博物館には、ナチス犯罪の最も衝撃的な

証拠である2t近くもある女性の犠牲者た

ちの髪の毛が展示されている

アウシュビッツ１号の第１死体焼却場の

ガス室跡の現状

この展示では、アウシュビ

ッツでの重労働・飢餓・病気・

人体実験、そして死刑や種々の

拷問と懲罰などで命を落とした

人々の生活環境を紹介していま

す。また収容所で殺害された

人々の写真や様々な書類、収容

所の生活を表現した芸術品など

も展示されています。現在見学

者の入場の許されている元監獄

であった棟には、囚人となった

人々や彼らを助けようとして逮

捕された人々が拘置されていた

独房や監房がそのまま残されて

います。壁やドアそして窓際の

所々には当時描かれた絵や文章

が刻まれています。又収容所内

のレジスタンス、懲罰・死刑の

執行、犯罪者とみなされた人々

の運命を語る展示もあります。

地下には、収容所の規則に違反

しＳＳ隊員に有罪とされた人々

を拘禁した独房もあります。

１９４１年に囚人たちの餓死刑

もそこで執行されました。そし

てその同じ場所で、ある囚人の

身代わりになったポーランド人

神父マキシミリアン・コルベも

餓死刑の囚人たちと一緒に命を

落としたのです。又そこでは毒

ガス・チクロンＢを用いた虐殺

実験も行われました。

強制収容所展

ヨーロッパのユダヤ人絶滅センター展

写
真

：
リ

デ
ィ

ア
・

フ
ォ

リ
チ

ャ
シ

写
真

：
リ

シ
ャ

ル
ド

・
ド

マ
シ

ク
写

真
：

ス
タ

ニ
ス

ワ
フ

・
モ

モ
ッ

ト

この展示は、収容所の特設ホ

ームに到着した時からＳＳ医師の

選別によるガス室での死まで、ユ

ダヤ人大量虐殺の全過程を語って

います。その犯罪の最も衝撃的な

証拠の１つには、２t近くもある
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女性犠牲者の髪の毛があります。

又収容所解放後に見付かった、タ

ウェス（ユダヤ人が祈る時に肩に

かける特別な布）・眼鏡・犠牲者

の名前と住所の書かれたスーツケ

ース・靴・義足や義手・子供服・

食器など、人々が収奪された所持

品の展示もあります。それらは第

三帝国へは送られず又撤退前に焼

却されなかった物で、いずれにせ

よ殺害された人々の所持品の一部

にしか過ぎないのです。

アウシュビッツ２号・
ビルケナウ収容所の保護

アウシュビッツ収容所犠牲者の大半がアウシュビッツ２号・
ビルケナウ収容所で殺害されたことから、博物館はその史跡
に展示を設けず解放当時のまま保護することを決定しました。

アウシュビッツ２号・ビルケ

ナウ収容所における唯一の展示

は、戦中移送された囚人たちの登

録・消毒が行われた、いわゆる「

サウナ」と呼ばれた棟で２００１

年に開かれました。当時の犠牲者

が通らなければならなかった順に

その棟を見学すると、そこの役割

と史実を知ることができます。そ

して最後の部屋には、収容所解放

後に発見された、移送されたユダ

ヤ人の持っていた２０００枚近く

の写真が展示されています。

アウシュビッツ２号・ビルケ

ナウ収容所にはその犠牲者を追悼

する記念碑が建っています。

又２００５年には、その移送

と絶滅の歴史に関連して悲劇の起

きた以下の２ヶ所が記憶の場所と

して選ばれました。

・ アウシュビッツ２号・ビルケ

ナウ収容所の後方付近にあ

り“赤い家”と呼ばれてい

た、１９４２年春に使用が始

まった最初のガス室跡

・ １９４２年春から１９４４年

５月まで、ユダヤ人・ポーラ

ンド人・ジプシーの移送され

た人々が列車から降ろされて

いた、アウシュビッツ１号と

アウシュビッツ２号を繋ぐ側

線沿いの特設ホーム。ここで

はＳＳ医師たちがユダヤ人の

選別を行っていました

国別展示
アウシュビッツ１号では、当

初からアウシュビッツ国際委員会

のメンバーである様々な国の元囚

人たちが率先して設けた、国別展

示の複数の常設展を見学すること

ができます。その展示の目的はア

ウシュビッツ収容所へ移送され

た人々の運命を紹介し、“様々な

国でナチスの占領がどのように

行われたか”を知識として普及

させることにあります。最初の

展示は１９６０年に公開されま

した。しかしその後数十年に亙

り、その一部は中止となり、全

てあるいは部分的に変更され新

しいものも設けられました。こ

れはアウシュビッツ収容所犠牲

者の祖国ごとに派遣された専門

家によって準備されています。

そして博物館との協力とアウシ

ュビッツ国際委員会の承認を得

て展示されています。

アウシュビッツ２号・ビルケナウ収容

所。第３死体焼却場のガス室と焼却炉の

跡

ナチス・ドイツが数千人を銃殺した場所。

「死の壁」
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アウシュビッツ２号・ビルケナウ収容

所。移送された人々を乗せた列車が停車

した特設ホームの記念碑。手前には戦中

ドイツ人の撮影した写真が見える
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出版部の主な目標は、アウシュ

ビッツ収容所犠牲者に関する記憶

を保ち、ナチス・ドイツによるホ

ロコーストとアウシュビッツ収容

所内で行われた犯罪を文書で記録

し、アウシュビッツ収容所に関す

る知識を普及させることです。

出版部は、学術論文や一般向け

科学論文、純文学、回顧録、アル

バム、カタログ、ガイドブック、

詩集、ポスター、収容所の歴史を

語るドキュメンタリーなどを数ヶ

国語で刊行しています。

その中で最も重要な出版は、

ダヌタ・チェフ著の『アウシュ

ビッツ強制収容所における出来事

の年表（Kalendarz wydarzeń w KL 
Auschwitz）』と、数ヶ国語で紹介

された『アウシュビッツ１９４０～

４５年―収容所史における最重要

問題（Auschwitz 1940-45. Węzłowe 
zagadnienia z dziejów obozu）』とい

う叢書（全５巻）です。

博物館勤務の史学者と他の研究

者で１９５７年から研究されてい

る収容所史に関する種々のテーマ

を紹介する学術誌「オシフィエンチ

ム・ノート（Zeszyty  Oświęcimskie）」

（ポーランド語とドイツ語の2ヶ国

版）が刊行されています。

又博物館の活動内容とその学問

的・政治的・社会的な意味合いに

関し、広範囲の情報を提供するた

めに考えられたニュースレター「

PRO MEMORIA」も、1994年から定

期的に発行されています。これは

学術誌「オシフィエンチム・ノー

ト」とは異なり、高校生から科学

者まで幅広い層を対象にしていま

す。

全ての出版物は、博物館内

の売店又は博物館のホームペ

ージでお求めいただけます。

（www.auschwitz.org.pl）

出版社の目標は、収容所犠牲者に関する

記憶を保ち、ナチスによるホロコースト

とアウシュビッツ収容所内で行われた犯

罪を文書で記録し、収容所に関する知識

を普及させることである

現在、以下の展示を見学することができます。

・ １９３３～４５年のユダヤ人の殉難、その戦いと絶滅

・ １９３９～４５年のポーランド人の戦いと殉難

・ ヨーロッパにおけるジプシーの絶滅

・ スロバキアのユダヤ人の悲劇

・ アウシュビッツ収容所におけるチェコからの囚人

・ 裏切られた市民、ハンガリー出身のホロコーストの犠牲者を偲んで

・ フランスからアウシュビッツ収容所へ移送された人々

・ １９４０～４４年のベルギー、ナチスによる占領とアウシュビッツ収容所

への移送

・ １９４０～４５年のオランダにおけるユダヤ人の迫害とその移送

・ その他オーストリア・バルカン半島の諸国・イタリアが準備している展示

があります。ロシアは更新中です。

定期展示と巡回展示
博物館は設立から６０年間、約

３００回に及ぶ定期展示と巡回展示

を行ってきました。そしてそれらに

は１５００万以上の人々が訪れ、展

示はポーランドの他、オーストリア

・イギリス・旧チェコスロバキア・

ドイツ・イスラエル・日本・オラン

ダ・スイス・スウェーデン・アメリ

カ・ハンガリー・イタリア・旧ソ連

（現ロシア）で行われました。

出版部 

博物館の出版部は現在まで数百冊を刊行し、それらは合計
すると約８００万部になります。

「裏切られた市民、ハンガリーのホロコ

ーストの犠牲者を偲んで」という題の展

示の一部

アウシュビッツ２号・ビルケナウ収容所

跡の一部。検疫のためのバラックと他の

囚人棟跡が見える
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２００５年１月２７日にはア

ウシュビッツ収容所解放６０周年

記念の式典が開かれ、数百人もの

元囚人がこのセンターの設立規約

に調印し、ポーランド文化大臣は

同年５月にその設立を正式に発表

しました。

このセンターの主な活動は、

ポーランド内外の教師と青少年、

そして学者たちとの交流です。

その例として、講演、博物館

内の授業、ワークショップ、教

師用の会議、シンポジウム、映

画の上映、収容所をテーマとし

た作文コンテストなどを行って

います。

インターネット

博物館のホームページ（www.
auschwitz.org.pl）では、アウシ

ュビッツ収容所史に関する情報

と、記録資料（ここで殺害された

１０万近くの人々の名簿を含む）

へアクセスできます。その他にも

博物館の入場料やガイドの予約、

オシフィエンチム市での宿泊に関

する情報など、アウシュビッツ収

容所の訪問を計画するために必要

な全ての情報を調べることができ

ます。

又ホームページには、アウ

シュビッツ収容所とホロコース

トに関する国際教育センター

（Międzynarodowe Centrum Edukacji 
o Auschwitz i Holokauście）の活動も

詳しく紹介されています。その他

に博物館の構成、各部の活動、博

物館における出来事の説明、過去

・現在の写真も見ることができま

す。

教育活動について教育活動について

アウシュビッツ収容所とホロコ
ーストに関する国際教育センター   

このセンターは、大学院での研究、セミナー、テーマ別会
議、留学や研修、ポーランド内外の教師と青少年用の講習
会及び学習キャンプで、アウシュビッツ収容所とホロコー
ストに関する教育活動を行っています。全ての講義と授業
は、博物館に勤務している科学者そして大学教師によって
行われています。又博物館を見学する人々への様々なサー
ビスの準備も行っています。

博物館のホームページは、アウシュビッ

ツ史に興味のある全世界の人々によって

利用されている

国際教育センターの活動の１つには青少

年との交流がある。ジプシーに関する展

示を見学するモスクワの高校生たち

ここ数年間にアウシュビッツ収容所跡を

訪れた人々は年間１００万人に上る
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2009 年度の見学者数・大陸別

北アメリカ
6万人

南アメリカ
3000人

アフリカ
2000人

ヨーロッパ
（ロシアとイスラエルを含む）

百15万人　

アジア
（ロシアとイスラエルを除く）

6万5000人

オーストラリア大陸オーストラリア大陸
1万5000人
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アウシュビッツ収容所とホロコーストに関する教育活動

アウシュビッツ絶滅収容所跡の見学 アウシュビッツ絶滅収容所跡の見学 

アウシュビッツ　―　それは現在の世界にとって
重要な意味を持つ場所です

現在まで全世界から３０００万以上の人々が“記憶の場所”であるアウシュビッツ博物館を訪問しています

解放後間もなく、ここは現在

の世界にとって非常に重要な意味

を持つ“記憶の場所”と見做され

ました。常に増加している訪問者

数が正にそれを立証しています。

現在まで全世界から３０００万

以上の人々がここを訪れました。

１９９０年代から訪問者数は常に

増加してきました。毎年１００ヶ

国以上から１００万人近くが博物

館を訪問しています。その中で最

も多い国はポーランド・アメリカ・

イギリス・イタリア・ドイツ・フラン

ス・イスラエルです。

この収容所跡への訪問を自らの道

徳的義務と考える元首と大勢の政治

家も、収容所の犠牲者を追悼してい

ます。この場所は“人類に対する最

大の警告”の1つです。元ポーランド外

務大臣と元囚人ヴワディスワフ・バル

トシェフスキは次のように述べました。

「アウシュビッツ収容所は個人

を追悼するための石や花を供える場

所の無い、史上最大の墓無き墓地で

す。ここでの死者たちは煙と共に空

へ消えたので墓が無いのです。それ

に対して我々には義務が課されまし

た・・・」

・ 大学院での研究

教育省に承認された大学院での

研究（教師用）は、クラクフの教

育アカデミーとの協力で実施され

ています。学際的な収容所関連の

研究は、ナチス・ドイツの独裁政

治やユダヤ人・ポーランド人・ジ

プシーなどの絶滅作戦の歴史をさ

らに詳細にし、それは広範囲の背

景を基に進められます。そして全

体主義政権の起源とその発達、さ

らに人種差別や反ユダヤ主義や偏

狭の現象を分析します。その他に

第二次世界大戦の最重要問題と結

果、そしてユダヤ民族史とその文

化の解説を行うと同時にそれが文

化・芸術・哲学などにも存在する

ことも説明します。

それらの授業は、著名な人文・

社会科学者（史学者・文学者・社

会学者など）と博物館に勤務して

いる科学者によって行われます。

・ セミナー

人文科学者や中学・高校教師

や聖職者が参加する数日間のセミ

ナーは、青少年にとって博物館見

学のための予備知識となります。

そのプログラムには、アウシュビ

ッツ収容所における各民族／宗教

団体の運命に関する講義、アウシ

ュビッツ収容所とホロコーストを

テーマとする記録映画の上映、記

録管理部と収蔵資料部における講

義、そしてアウシュビッツ収容所

の専門的な見学が含まれています。

・ テーマ別会議

アウシュビッツ収容所の最重要

問題を巡り終日続くテーマ別会議

は、アウシュビッツ収容所とホロ

コーストそして第二次世界大戦史

に関する知識を深めることを目的

とした、教師とセンターの研修を

卒業した人々のために開かれてい

るものです。この会議ではセミナ

ーと大学院で研究したテーマをよ

り広く取り扱います。また会議は

青少年の教育に関する意見交換の

場にもなっています。

・　ポーランド内外の教師と青少

年用の講習会及び学習キャンプ

この講習会及び学習キャンプで

は、ポーランドとヨーロッパでナ

チス・ドイツによる占領を生み出

す切っ掛けとなった事情を説明

し、アウシュビッツの歴史を教え

ています。参加者の年齢・興味・

リクエストによって、各グループ

に対して独立したプログラムが準

備されます。
全ヨーロッパから集まってくる学校の先

生のための国際セミナー
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　開館時間 
博物館は年中無休です。また開館時間は以下の通りです。

１２月～ ２月  8:00 – 15:00 　

 ３月、１１月  8:00 – 16:00 　 

 ４月、１０月  8:00 – 17:00 　 

 ５月、 ９月  8:00 – 18:00 　 

 ６月～８月  8:00 – 19:00 　

上記の時間には収容所跡を見学することができます。元囚人情報事

務所、記録管理部、収蔵資料部、図書室・管理部などの勤務時間は、

月曜日から金曜日までの7:00 –15:00 です。ただし祭日を除きます。

また休館日は１月１日、１２月２５日、イースターの初日です。

見学のための一般情報

見学時間は各人異なりますが、２ヶ所の収容所跡の敷地と
展示の見学にかかる時間は最低約３．５時間と考えられ
ています。又ガイドを依頼する場合には、①一般的な見学
（３．５時間）②専門的な見学（約６時間）③２日間の見
学から選ぶことができます。

アウシュビッツ２号・ビルケナウ収容所跡

アウシュビッツ１号跡

「アウシュビッツ１号」（Ａ）と「アウシ

ュビッツ２号・ビルケナウ収容所」（Ｂ）

からある程度離れているが、博物館の管理

下である場所

・　アウシュビッツ２号・ビルケナウ収

容所の最初の２つの死体焼却場のガ

ス室があった場所（１，３）

・　移送された人々が列車から降ろされ

ていた側線（４）

・　殺害されたソ連軍捕虜を偲ぶオベリ

スク（２）

・　アウシュビッツ収容所の解放直前と

直後に亡くなった囚人たちの共同墓

地（５）

アウシュビッツ博物館への入

場は無料です。アウシュビッツ

１号とアウシュビッツ２号・ビル

ケナウ収容所にある建物と展示の

見学は可能です。ただしアウシュ

ビッツ１号にある一部の棟（ブ

ロック）は入場禁止になっていま

す。アウシュビッツ２号・ビルケ

ナウ収容所にある殆どの囚人棟へ

の入場は可能です。

それ以外にも収容所から少し離

れた所には、以下の重要な4ヶ所の

記憶の場所があります。

・ アウシュビッツ２号・ビルケナ

ウ収容所の北の境界線まで数百

ｍの場所にあり、“赤い家”と

呼ばれていた最初に造られた第

１ガス室跡

・ アウシュビッツ２号・ビルケナ

ウ収容所の西の境界線まで数百

ｍの場所にあり、“白い家”と

呼ばれていた第２ガス室跡

・ １９４２年春から１９４４年

５月まで、ユダヤ人・ポーラン

ド人・ジプシーの移送された人

々が列車から降ろされていた、

アウシュビッツ１号と２号を繋

ぐ側線沿いの特設ホーム。（ア

ウシュビッツ１号と２号から約

１，５ｋｍ離れた場所）

・ アウシュビッツ収容所の解

放前後に亡くなった人々の

共同墓地
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ア ウ シ ュ ビ ッ ツ １ 号 は
１９４０年に設けられた当初は
男性用でしたが、１９４２年に
は女性用も設けられました。そ
してＳＳ隊員による毒ガス・チ
クロンＢを利用した最初の殺害
実験、初移送からのユダヤ人の
大量虐殺、最初の残虐な人体実

験、大多数の銃殺がここで行わ
れました。本収容所であったア
ウシュビッツ１号には囚人用の
中央監獄があり、全収容所を管
理するＳＳ幹部とＳＳの事務所
の殆どがここにありました。こ
こからＳＳ幹部は収容所の拡大
を指示していたのです。

アウシュビッツ２号・
ビルケナウ収容所跡 

ナチス・ドイツによって全ヨー

ロッパから連行された、約１００万

のユダヤ人の大量虐殺を目的とした

設備の殆どは、アウシュビッツ２号

・ビルケナウ収容所において建設さ

れました。それと同時にここは、

１９４４年には９万以上の囚人（ユ

ダヤ人、ポーランド人、ジプシー、

ロシア人など）が収容され、木造の

囚人棟が３００以上あった最大規模

の強制収容所でした。ここには囚人

の遺灰が捨てられた場所や多くの史

跡が現在まで残っています。

膨大な敷地、保護されている数

十棟の粗末な囚人棟と破壊され廃

墟となった囚人棟跡、１３ｋｍを

超える収容所の囲い、１０ｋｍに

及ぶ収容所内の道路と２ｋｍ以上

の線路は、人間の大量虐殺を唯一

目的としていたアウシュビッツ収

容所の特殊な構造を明確にしてい

ます。

ガイド 
収容所跡の見学にガイドをご

希望の皆様に、正しい歴史背景の

説明と展示案内をスムーズに行

う、博物館が認めた資格を持つガ

イドをお勧めします。ただし団体

見学の場合には必ずガイドが必要

です。ガイドは英語、クロアチア

語、チェコ語、フランス語、ヘブ

ライ語、スペイン語、オランダ

語、日本語、ドイツ語、ポーラン

ド語、ロシア語、セルビア語、ス

ロバキア語、スウェーデン語、ハ

ンガリー語、イタリア語でご案内

します。

ガイドブック
見学前に、敷地内の建物や展示に

関する簡潔な説明と見学ルートの記

されたアウシュビッツ１号と２号の

地図のある、博物館のガイドブック

を購入することができます。それは

十数ヶ国語で出版されています。

予約は以下からお選びください。

・ メール： reservation@auschwitz.org.pl
・ 電話：(+48) 33 843 21 33 / 844 81 00 / 844 80 99　月曜日から金

曜日までの7:00 – 15:00 、開館時間内のそれ以外の時間帯には　

(+48) 33 844 81 02へご連絡ください。

・ ファックス：　(+48) 33 843 22 27
・ 博物館内の“お客さまサービス店”で予約に関する全ての手続きが

行えます。博物館への関心も高く見学者が多いので早めにご予約く

ださい。ガイドは有料です。

アウシュビッツ２号・ビルケナウ収容所

にある煉瓦造りの囚人棟内

アウシュビッツ２号・ビルケナウ収容

所。ナチス犠牲者の国際追悼記念碑
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「全世界で何百万もの人
々がアウシュビッツ収容
所の歴史を知っています
が、“そのような悲劇が繰
り返されないためには人々
の意志が必要である”とい
う意識とその記憶を維持す
ることが、現在最も大切な
ことなのです。人間こそが
そのような悪事を働き、し
かしそれを防げるのも人間
しかいません。」

（アウシュビッツ収容所の元囚人：

ヴワディスワフ・バルトシェフスキ）

記録映画 
チケットを購入した後、見学

前や後に、アウシュビッツ収容所

がソ連軍によって解放されるシー

ンやその時助けられた囚人たち、

そして発見されたナチス・ドイツ

による犯罪の証拠を撮影した、ソ

連軍カメラマンによる１５分間の

記録映画を見ることができます。

著者： テ レ サ ・ シ フ ィ エ ボ ツ カ 、 ヤ ド ヴ ィ ガ ・ ピ ン デ ル ス カ ＝ レ フ 、

ヤルコ・マンスフェルト

グラフィック・デザインと製版： アグニェシカ・マトゥワ、Grafikon社
印刷所： , Jaroszowice 324, 34-100 Wadowice, tel. 33 873 46 20, 
 fax 33 873 46 22, e-mail: biuro@grafikon.com.pl, www.grafikon.com.pl
パンフレットに掲載されたグラフィック資料：

ポーランド国立アウシュビッツ博物館の収蔵資料からの「アウシュビッツ＝ビル

ケナウ　その歴史と現在（Auschwitz-Birkenau. Historia i teraźniejszość）」；

又一部の資料は、リシャルド・ドマシク、リディア・フォリチャシュ、ヴォイチ

ェフ・ゴルゴレフスキ、ネル・ヤストシェンビョフスカ、ヘンリク・マカレヴィ

チ、ヤルコ・マンスフェルト、スタニスワフ・モモト、ラファウ・ピュロ、ミェ

チスワフ・ステツ、ヴィェスワフ・ジェリンスキ、オシフィエンチムの国際青少

年会合の家、モスクワの第６５３高等学校の好意で掲載されました。 

© 2010 Państwowe Muzeum Auschwitz-Birkenau

時間は過ぎて行くが、アウシュビッツ収容

所の悲惨な歴史に対する関心は薄れない

アウシュビッツ１号・
２号間の移動について

アウシュビッツ１号からアウシ

ュビッツ２号・ビルケナウ収容所ま

での距離は３ｋｍで、ナチス・ドイ

ツ占領下で囚人の強制労働と死の場

所となったドイツ企業の工場や作業

場、倉庫・事務所・設備などのあっ

た収容所付属地帯を徒歩で移動する

ことができます。その途中には、収

容所へ移送された人々が列車から降

ろされＳＳ医師による選別が行われ

ていた側線と特設ホームの跡が残っ

ています。アウシュビッツ１号と

２号にはそれぞれ専用駐車場があり

自家用車での移動も可能です。また

その間を往復するシャトル・バスも

ご利用いただけます。

博物館の住所

 

PAŃSTWOWE MUZEUM 
AUSCHWITZ-BIRKENAU
ul. Więźniów Oświęcimia 20
32-603 Oświęcim, Polska
tel. (+48) 33 843 20 22
fax: (+48) 33 843 19 34 / 843 18 62
www.auschwitz.org.pl
e-mail: muzeum@auschwitz.org.pl
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１９３９年
・ ・ ９月１日９月１日 ナチス・ドイツのポーラ

ンド侵入。第二次世界大戦が勃発

する

・ ・ 年末年末 ポーランド系住民の大量逮捕

による、上シレジアとザグエンビ

ェ・ドンブロフスキェの刑務所の

充満状態を解決する目的で、ＳＳ

と警察のヴロツワフ司令部によっ

て強制収容所の建設構想が生まれ

る

１９４０年
・ ・ ４月２７日４月２７日 数々の建物の視察後、

ＳＳ最高司令官ハインリッヒ・ヒ

ムラーは、オシフィエンチムのポ

ーランド軍の砲兵隊の兵舎として

使用されていた場所に、当時「ア

ウシュビッツ」と名付けられた強

制収容所の建設を命じる

・ ・ ６月１４日６月１４日 ナチス・ドイツの幹部

命令で、数人のユダヤ人を含む合

計７２８人のポーランド人政治犯

がアウシュビッツ収容所へ初移送

される。この日初めてアウシュビ

ッツ収容所が活動を始める。そし

て１９４０～４５年の間に、２７

万人の男性を含む合計約４０万人

がアウシュビッツ収容所に登録さ

れる

・ ・ ６月１９日６月１９日 大量虐殺の目撃者を排

除し、囚人の外部との連絡や脱

走を防ぐために、初めて現地住民

が退去させられる。2回目はアウ

シュビッツ収容所拡大計画に沿っ

て行われる。オシフィエンチムと

その周辺から少なくとも5000人の

ポーランド人が強制退去させられ

る。その上オシフェンチムのユダ

ヤ系住民約７０００人は付近のゲ

ットーへ移送される。その後現地

の８村は破壊され、オシフィエン

チム市内そしてアウシュビッツ収

容所と隣接していた１００軒近く

の家屋が取り壊される

・ ・ ７月６日７月６日 最初の囚人タデウシ

・ヴィエヨフスキが収容所か

ら脱走する。アウシュビッツ

収容所が存在する間、移送され

た囚人１００万人以上の内数

百人が脱走を試みる。その大

多数はポーランド人・ソ連軍

捕虜・ユダヤ人である。しか

し実際に脱走に成功した者は

１５０人にも満たない

・ ・ 秋 ポーランドのレジスタンス

は、アウシュビッツ収容所に関す

る情報をロンドンのポーランド亡

命政府に伝える

・ ・ １１月２２日１１月２２日 最初の銃殺が行われ

る。その犠牲者は４０人のポーラ

ンド人である

１９４１年
・ ・ ３月１日３月１日 ＳＳ最高司令官ハインリ

ッヒ・ヒムラーが始めてアウシュ

ビッツ収容所を視察する。そして

収容所の拡大及び工場建設用に、

囚人１万人をＩＧファルベン社へ

派遣するように命じる

・ ・ ４月２３日４月２３日 囚人の脱走の仕返しと

して、収容所長ルドルフ・ヘスは

初めて囚人１０人の餓死刑を執行

する

・ ・ ６月６日６月６日 チェコからの政治犯の初

移送が行われる。ポーランド人以

外の移送者がアウシュビッツ収容

所に到着し始める。

・ ・ ９月３日９月３日 初めて毒ガス・チクロ

ンＢを使用した大量虐殺が行われ

る。そして約６００人のソ連軍捕

虜とポーランド人２５０人が殺害

される

・ ・ 秋 収容所の幹部は、アウシュﾋﾞｯﾂ

１号に最初のガス室を建設する

・ ・ １０月７日１０月７日 アウシュビッツ１号

で、ソ連軍捕虜用の収容所が建設

される破壊されたブジェジンカ村

で、アウシュビッツ２号・ビルケ

ナウ収容所の建設が始まる

・ ・ １１月１１日１１月１１日 「死の壁」の前で初

めて死刑が執行され、ポーランド

人１５１人が銃殺される

１９４２年
・ ・ 年頭年頭 ガス室を利用したユダヤ人の

大量虐殺が始まる

・ ・ ３月３月 スロバキアから２万７０００

人、そしてフランスから６万９０

００人のユダヤ人のアウシュビッ

ツ収容所への移送が始まる

・ ・ ３月１日３月１日 アウシュビッツ２号・ビ

ルケナウ収容所が活動を始める。

・ ・ ３月２６日３月２６日 アウシュビッツ収容所

が存在する間に登録された、女性

約１３万人の内の最初の２０００

人が移送される

・ ・ ３月～６月３月～６月 アウシュビッツ２号・

ビルケナウ収容所で仮設ガス室の

使用が始まる

・ ・ 春 アウシュビッツ１号と２号の

間に建設された、連行されたユダ

ヤ人・ポーランド人・ジプシーな

どが列車から降ろされた、いわゆ

る「特設ホーム」の使用が始まる

・ ・ ５月５月 ポーランドから３０万人、そ

してドイツとオーストリアから２

万３０００人のユダヤ人のアウシ

ュビッツ収容所への移送が始まる

・ ・ ５月４日５月４日 アウシュビッツ２号・ビ

ルケナウ収容所でＳＳ隊員が初め

て選別を行う。選別された人々は

ガス室で殺害される

・ ・ ６月１０日６月１０日 アウシュビッツ２号・

ビルケナウ収容所で、懲罰班の囚

人約３５０人が反乱を起こし集団

脱走を試みる。その内の７人が脱

走に成功するが、３００人以上が

殺害される

・ ・ ７月７月 オランダからアウシュビッツ

収容所へ６万人のユダヤ人の移送

が始まる

・ ・ ７月７月 ポーランドのチェシン市付近

にあるゴレショヴォ（ドイツ名は

ゴレシャウ）のセメント工場に隣

アウシュビッツ収容所史アウシュビッツ収容所史
年表
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接するゴレシャウ収容所が、５０

ヶ所近く設けられるアウシュビッ

ツ収容所の副収容所のネットワー

クの一つとして建設される

・ ・ ７月２９日７月２９日 アウシュビッツ収容所

のガス室で行われるユダヤ人の大

量虐殺に関する情報が、初めてド

イツから連合軍に伝わる。その情

報元は、ドイツの実業家で反ナチ

思想家のエドヴァルト・シュルテ

である。１９４０年の秋を皮切り

に、アウシュビッツ収容所の状況

に関する報告は定期的に連合軍に

伝わるようになる。その殆どは、

収容所内とその周辺で活動してい

るレジスタンスと常時コミュニケ

ーションを維持していた、ロンド

ンのポーランド亡命政府に伝える

ものである

・ ・ ８月８月 ベルギーから２万５０００

人、そしてユーゴスラビアから

１万人のユダヤ人のアウシュビッ

ツ収容所への移送が始まる

・ ・ １０月３０日１０月３０日 ＩＧファルベン社が

建設する合成ゴム工場に隣接し

て、後にアウシュビッツ３号・モ

ノビツェ収容所と名の変わるブナ

副収容所が設けられる。１９４２

～４４年の間に、アウシュビッツ

３号・モノビツェ収容所の副収容

所は４７ヶ所も建設される。そこ

へ連行された人々は、主にドイツ

の工業企業のために強制的に働か

される

・ ・ １０月１０月 チェコのモラビア地方から

４万６０００人のユダヤ人のアウ

シュビッツ収容所への移送が始ま

る

・ ・ １２月１２月 ノルウェーからユダヤ人が

初移送される。２回に分けられ合

計７００人近いユダヤ人が運ばれ

る

・ １２月１３日１２月１３日 約５０００万人のス

ラブ民族（ポーランド人、ロシア

人、ベラルーシ人、ウクライナ人

など）の隔離と根絶、そして第一

にドイツ人を中東欧のポーランド

領土に移住させることを目標と

した、ナチス・ドイツによる「

東方植民地化計画（Generalplan 

Ost）」実現の第一段階として、

ザモシチ地方からポーランド人を

初移送する

・ ・ 年末年末 ＳＳの医師たちは、囚人に対

する断種実験を始める

１９４３年
・ ・ ２月２６日２月２６日 アウシュビッツ２号・

ビルケナウ収容所に、ジプシー用

のいわゆる 「家族収容所」が設

けられる

・ ・ ３月３月 ギリシャから５万５０００人

のユダヤ人のアウシュビッツ収容

所への 移送が始まる

・ ・ ３月２２日～６月２５日３月２２日～６月２５日 収容所の幹

部命令で、アウシュビッツ２号・

ビルケナウ収容所で４つの死体焼

却場（ガス室と焼却炉）が稼動し

始める

・ ・ ６月７日６月７日 クルップ社のドイツ人従

業員が、収容所が賃貸した工作室

で労働を始める。アウシュビッツ

収容所の建設には数百社のドイツ

企業が参加し、その中のＩＧファ

ルベン社やシーメンス社などは収

容所の囚人を奴隷のように利用し

多大な利益を得る

・ ・ ７月１９日７月１９日 人々の前で最大の処刑

が執行される。数人が脱走して外

部の民間人と連絡を取ったため、

１２人のポーランド人が絞首刑と

なる

・ ・ ９月９日９月９日 アウシュビッツ２号・ビ

ルケナウ収容所で、テレジンのゲ

ットーから移送されたユダヤ人用

に「家族収容所」が設けられる

・ ・ １０月１０月 イタリアから７５００人の

ユダヤ人のアウシュビッツ収容所

への移送 が始まる

１９４４年
・ ・ ５月５月 アウシュビッツ収容所の上

空を通過する連合軍の航空機が

撮影する。その連続写真にはガ

ス室そして焼却炉の煙がはっき

りと写っている。８月には、ア

ウシュビッツ２号・ビルケナウ

収容所から数キロメートルしか

離れていないＩＧファルベン社

の合成ゴム・液体燃料工場へ、

アメリカとイギリスによる爆撃

が始まる

・ ・ ５月１６日５月１６日 移送された人々をアウ

シュビッツ２号・ビルケナウ収容

所の第２と第３死体焼却場のガス

室の前で列車から降ろすための側

線が完成する。ハンガリーから

43万8000人のユダヤ人がアウシュ

ビッツ収容所へ移送される

・ ・ ７月１０～１２日７月１０～１２日 テレジンから移

送されたユダヤ人用の「家族収容

所」が取り壊される。ナチス・ド

イツは約7000人のユダヤ人をガス

室で虐殺する

・ ・ ８月８月 リッツマンシュタット（ポー

ランドのウッジ市のドイツ名）の

ゲットーから、6万7000人のユダ

ヤ人がアウシュビッツ収容所へ移

送される

・ ・ ８月２日８月２日 ジプシー用の「家族収容

所」が取り壊される。3000人近く

のジプシーがガス室で虐殺される

・ ・ ８月１２日８月１２日 ワルシャワ蜂起が勃発

し、大量逮捕された1万3000人の

ポーランド人のアウシュビッツ収

容所への移送が始まる

・ ・ １０月７日１０月７日 特別労働班の暴動が起

こる。ＳＳ隊員3人と、殺害され

た人々の遺体を焼却炉で燃やす作

業を行っていた特別労働班のユダ

ヤ人の囚人450人が命を落とす

・ ・ １１月１１月 ガス室でのユダヤ人の大量

虐殺が中止される

１９４５年
・ ・ １月６日１月６日 ドイツの軍法会議で死刑

を科された約70人のポーランド人

の最後の銃殺が執行される。特別

労働班の暴動の準備を助けたと訴

えられ死刑を科されたユダヤ人女

性4人は、人々の前で絞首台に立

つ最後の囚人となる

・ ・ １月１７日１月１７日 「死の行進」が始ま

る。ＳＳ隊員はアウシュビッツ収

容所の囚人6万人近くの移送を始

める

・ ・ １月２１～２６日１月２１～２６日 ナチス・ドイツ

は、アウシュビッツ２号・ビルケ

ナウ収容所のガス室と焼却炉を爆

破する

・ ・ １月２７日１月２７日 ソ連軍がアウシュビッ

ツ収容所を解放し、7000人の囚人

が救出される
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アウシュビッツ・ビルケナウをアウシュビッツ・ビルケナウを
記憶の場所そして博物館とし維持するために記憶の場所そして博物館とし維持するために
皆様からのご寄付をお願いいたします皆様からのご寄付をお願いいたします 

アウシュビッツは世界中の人々の心に絶えず忠告する史実です。

ナチス・ドイツによって造られたその強制・絶滅収容所の史跡は、

人類史上最大の悲劇を象徴しています。

1940～45年の間にナチス・ドイツは、100万人を超えるユダヤ人の他

に、数万人のポーランド人・ジプシー・ソ連軍捕虜など大勢の人々

を虐殺しました。

敷地と建物を含むアウシュビッツの史跡と共に、犠牲者に関する記

憶を維持するためにも、皆様からのご寄付をお願いいたします。

寄付金は下記の口座番号にお願いいたします。

Bank Pekao SA oddział Bielsko-Biała

Bielsko-Biała ul. Grunwaldzka 40a

IBAN: PL15

Konto: 1240 1170 1111 0000 2418 5907

SWIFT: PKOPPLPW

ご協力ありがとうございます！
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